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福島県 東海第二原発

30km圏内に 94万人
150km圏内首都圏で
　4000万人が生活

住宅密集地に立つ



こんなリスクを背負ってまで原発動かす必要があるの？

問題だらけの東海第二原発の
原子力防災計画・広域避難協定

　東海第二原発は首都圏に
最も近い原発で、その30キロ
圏内に94万人、5キロ圏内に
4万8千もの人々が生活して
います。
　内閣府は原発の全面緊急
事態時には、まず5キロ圏内
住民は「避難」、5キロ以上30
キロ以内の住民は「屋内退避
」とし、その避難計画は各自
治体で作成するものとしてい
ます。
　「屋内退避」はいつまで？ 
被ばくを防ぐために換気もエ
アコンも使えない中で、夏な
どいつまで閉じこもっていら
れるの？ そして、いつ、誰が助
けに来てくれるの？

　水戸市（茨城県県庁所在地）
は、市内全域が30キロ圏内に
入り、全住民の避難先を確保し
なければなりません。私たちの
住む東葛6市（我孫子市・柏市
・鎌ヶ谷市・流山市・野田市・
松戸市）では水戸市の全人口
27万人の内4万4千人の避難
受け入れをする広域避難協定
を結んでいます。
　しかし2020年2月の初会
合以降、協議は一度もなく進
展していません。避難元の水戸
市の避難計画策定が難航して
いることや、受け入れ側自治体
の避難所計画も感染症対策な
どまだ難題があります。
　これは原発事故を想定した
実効性のある避難計画が無理
な証拠です。
　そしてなにより、原発事故が
起きたら避難すればそれで済
むのでしょうか？
　仮に避難できたとしても、住
み慣れた土地・家屋・財産・生
業、地域の文化・歴史、人のつ
ながり、自然など多くを失いか
ねないことは福島の原発被害
を見れば明らかです。

再稼働をしなければ
災害時の危険性や、避難の困難さは
　ぐっっっと減るのに・・・

実効性のある避難計画の策定は困難

　この2年で避難所設営に大きな影響を及ぼしたのが、感染症
対策です。感染症対策には換気が重要、人と人の間隔もあけな
ければなりません。この「間隔」については、松戸市は一人当た
り4㎡と避難所の設定を改めましたが、ほかの多くは検討中、国
に至っては事故の状況で判断するという極めて無計画な考え
方です。
　一方で原発事故では被ばくを避けるため換気は絶対にでき
ません。この矛盾をどうするの！？

　また、病気の人、高齢者、こども、障がいのある人は様々な個
々の事情を抱えています。その各々に対応するためには、避難
方法、避難所の仕様など多岐にわたる綿密な避難計画と準備
が必要です。
　福島第一原発事故では、双葉病院のように要支援・要介護
者の方が準備なしに「避難」することになり多くの犠牲者が出
ました。また高野病院のように移動が困難とのことで入院患者
さんと医療者が病院に留まる選択をしたために様々な苦難に
直面したという例もあります。果たして実行可能な計画は作れ
るのでしょうか。

今、東電管内（主に首都圏）では
原発の電気が無くても
問題無いのに・・・

　今年の冬はかなり寒くなるという長期予報により、電力
のひっ迫が懸念されていました。確かに各地の大雪や低気
温が起きていますが、東電の需要と供給バランスをホーム
ページで見てもほぼ安定的です。
　原発がなくても電気は足りています。原子力や化石燃料
による発電より再生可能エネルギーによる発電に予算も技
術もシフトしていくことが重要です。

原発に頼らない
再生可能エネルギー政策を！


